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【1．目的】 
　この報告の目的は，保育所整備に対する企業への期待が高まる中で，育児期女性のﾜｰｸ ･ ﾗｲﾌ ･ ﾊﾞﾗﾝｽ (WLB) におけ
る事業所内保育施設 ( 注 1) の可能性の検討にある．特に大都市圏で被雇用者として働く女性は，育児をしながら仕事
をする上での時間的・空間的制約が大きく，緩和策として保育所を利用する．保育の時間 ･ 空間が独自な事業所内保
育施設は，他の保育所とは異なるかたちで制約を軽減し，大都市圏女性ﾎﾜｲﾄｶﾗｰ ( 注 2) の WLB に正の効果を与える
可能性を検証する． 

【2．方法】 
　Clark の Work Family Border(WFB) 理論を分析枠組とし，統計ﾃﾞｰﾀを用いて実証的に検討した．WFB 理論では，重
大な家庭責任を負いながら働く個人は，仕事と家庭という異なる ｢領域｣ を毎日行き来する．各領域は ｢境界｣ が行
動基準の有効範囲を定め，独自の ｢文化｣ を有する．仕事と家庭は異なる領域だが，分離して機能せず互いに影響し
合い，個人は両領域を統合して境界や範囲を定めることでﾊﾞﾗﾝｽをとる．境界には時間的 ･ 空間的 ･ 心理的の 3 つが
あり，境界の強度は浸透性 ･ 弾力性 ･ 混合性により決まる．浸透性は他領域から要素が入り込む程度，弾力性は領域
の要求により境界が伸縮する度合，混合性は浸透性と弾力性が境界で生じた時の混合の度合をいう．本研究では，境
界の浸透性と弾力性の概念に着目する．事業所内保育施設の利用は，仕事領域の境界の浸透性，弾力性を高めることで，
仕事と家庭のﾊﾞﾗﾝｽを高めるという仮説を立て検証を試みた．大都市圏に居住し共働きで保育所を利用する女性ﾎﾜｲﾄｶ
ﾗｰを対象に Web ｱﾝｹｰﾄを実施し，そのﾃﾞｰﾀを分析に用いた (2010 年，分析対象 669 人 )．事業所内保育施設，認可保
育所，認可外保育施設 ( 事業所内保育施設を除く ) を利用しているかどうかに，各領域の境界の浸透性と弾力性に影
響する他の要因を統制変数として加えて独立変数とし，仕事領域の境界の浸透性，弾力性，家庭領域の境界の浸透性，
弾力性それぞれを従属変数として重回帰分析を行った． 

【3．結果】 
　分析の結果，事業所内保育施設の利用は，仕事領域の境界の浸透性，弾力性ともに有意な正の相関は認められない
一方で，認可保育所の利用は家庭領域の境界の浸透性と弾力性に対し，認可外保育施設の利用は家庭領域の境界の浸
透性に対し，有意な負の効果を認めることができた． 

【4．結論】 
　この結果は，WFB 理論の枠組において，認可か認可外に関わらず事業所内保育施設以外の保育所の利用は，育児
期女性ﾎﾜｲﾄｶﾗｰにとって家庭の規範力が強い，家庭に重きを置いた生活につながり，WLB に負の効果があると解釈で
きる．これに対し，事業所内保育施設の利用はそうした傾向は認められない，言い換えれば伝統的性別役割是正や女
性活躍推進に資する，WLB に正の効果があることを示唆するであろう． 
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